





















































切」が残存しているのであろう、と推測された。また、尾張藩士であったという推定は、六林の序に 「官途に往来せし」とあることによるが、 『士林泝洄』に宮地姓はなく、尾張藩藩士名寄等にも宮地姓で年代上合致する人物は確認できない。藩士であるとしても陪臣か、少なくとも由緒ある家柄ではなく、也有が言う ころの、
木兎坊は予が草廬に出入して主従の約もなさゞれど折々薪水の労を助け（ 「送木兎坊序」 〔 『羅の葉風』所収〕 ）






















































































































暁台に也有は「送暁台序」を与えた。宝暦十三年（一七六三） 『蛙啼集』によって蕉風復興を開始、也有の後ろ盾もあり尾張から次世代の全国区俳人となりつつあった三十九歳の暮雨巷暁台は、第 回の奥州行脚に赴く。この時暁台は江戸において初めて雪中庵蓼太と対面、続く仙台訪問によって仙台俳壇の隆盛といった流れを生み出していく。この暁台の訪問の翌年、木兎坊 雪中庵を訪れた であった。
木兎坊は、直接的には、暁台の行脚にかなり刺激をうけつつ、也有
門下としての自負を持って、入庵の手始めとして行脚を計画実行したのであろう。しかしすで 暁台の影響下に入った福島の呑溟や仙台の丈芝坊白居らを訪問したこと、またそこで一悶着あったことは、本書には一切触れられていない。◎２諸九筑後の人（ 七一四～一七八一） 諸九は駆け落ちした相手である湖白（のち浮風）の没後剃髪。明和四年、京岡崎に草庵を結んだ諸九は、明和八年のこの年五十八歳、三月晦日に を出立し 四月八日に名古屋着。大谷篤蔵氏が「大江丸書簡集」 〔 『俳林閒歩』 （岩波書店
　









































































とあることから明らかであるが、木兎坊と巨石との付合の前書きに「国へ行脚せし人にて他ならず」とあるので、この内の一人の可能性もある。◎６里鶴佐藤氏。小田附から派生した村松新田グループに属する。彼ら小田附グループは、 「会津俳壇の全盛期をなした」上 「安永～文化期にわたり若松城下をしのぐ」という。 （井上氏稿）
     
◎７蘭舟羽州小出村（山形県長井市）の 人横沢源内、安永七年没。貞門伊藤信徳門の京俳人植村信安と米沢置賜地方 俳友によって編まれた『ほたる行脚』 （享保十五序）に入集 （ 『長井市史』二巻 のち玄武坊の俳人名録にあり。なお本文に「先年国の馬州も行脚せしと也」と記すのは『奥羽笠』 （元文五刊）の旅のことで 。◎８斗哉
　
羽州荒砥の富商大貫国寛衛足。叔母が置賜に美濃派を興す小出の川崎涼花の妻。涼花は明和元年、五竹坊を訪問、これをきっかけに て以哉坊は翌二年米沢を「正風の普及」の為訪問した れが置賜美濃派のはじめとされる。 （井上氏稿）
◎９百和「也有の流れ」を汲む木兎坊を歓待、世話した百和は詳細不明ながら、緑扇（後述）編汻虹追善集『暁の空』 （天明六序）の中巻「諸国」入集者に「酒田」のトップとして名 連ね、木兎坊が百和の紹介で訪ねたと考えられる大山の草父も同書に入集している。この諸国入集者を見ると、荒砥（新戸） 杜哉など各地の有力者が入集しており、百和は汻虹とも親しかった当地 俳諧の中心的存在と考えられる。◎
10緑扇





出雲崎の名主、橘新之助 一七三六～一七 五） 。良寬 父。はじめ美濃派に近づくも、暁台来越を機に暁台 なる。◎
12見風
加賀津幡の人。河合氏（一七一一～一七八 ） 。加賀金沢の希因（支考のち乙由に師事、北陸伊勢派 雄）門。◎
13梨一





















江戸時代に入って、幕府は、各地を遊行することの多かった修験者を本山・当山いずれかの派に所属させ、地域に定住させて、両派を競合させることで修験道を統制しようとした。これにより、修験者は地域社会の種々の要求に答える呪術的な宗教活動を行なった。また、江戸中期には、庶民 中 も山岳信仰が広まり、富士講、木曽御嶽講など各地の修験者を先達とする講が盛んになった。 （ 『日本国語大辞典』による）
剃髪入庵した木兎坊は、言わば「町修験」といったかたちをとっていたという可能性も考えられる。なお「町修験」については、宮本袈裟雄氏の、






































































には、諸九・旧国が同家を訪問 ている。木兎坊は芭蕉の笈を拝見旁、阿誰への紹介状を受け取りに旅立ち 前、四月に鳴海へ出かけものと見える。無論也有 蝶羅に依頼 たも に違 ない
つまりこの年の行脚は、殺生石や笠島から松島見物、尾花沢を経








訪問予定のところであった。以降一覧したよう 、須賀川の桃祖も修験にして俳人、会津俳壇に一時期 画す 地蔵堂修験グループ、そ中心人物の一人可直の甥 、喜多方の豪商関本巨石は、 ちに小田附グループの主宰とな 。撰集も り、相当数のメンバーを誇ったもののようである。也有のもとに「会津より来りて句をよせける三人」（前掲『新ありづか』 ）があり、時期も名前も明らかではないが、これらのメンバーも修 、もしくは尾張まで足を伸ばすことのできた商人と考えることもできる ではないか 思う。修験と う可動性と俳諧が、意外に結び付きやすいものであった は確実であり、土地の有力者（商人）を交えて、多彩な交流が可能 なったのであろ 。
なお木兎坊は本来武士身分であるが、行脚中、例えば米沢 武家の
俳諧愛好 と交流した形跡はない。また也有は享保末年、三十代前半から隔年の江戸詰の間 江戸の柳居（麦阿）と親交を深めたが この也有と親密であった柳居門流の者達を として、土地の有力者を訪ねたのが木兎坊であった。それは一覧したように、句会を催しているメンバーが、ほとんど柳居の れを汲むものであること また下総の阿誰や、喜多方の巨石、出羽荒砥の斗哉などといった豪商、 力者を
訪ね、その縁によって交流を広げていること、に明確に示されている。
土地の有力者であって、後年玄武坊ら美濃派を歓待する人々もあ





















影響を与え ことを考えると、そ 差は歴然としている。暁台の旅は自己の俳諧を誇示し、勢力 扶植 つつ行う俳諧師の 脚の典型り、木兎坊と暁台を同列に扱うの 酷に過ぎ かもしれな 。補・野田千平氏前掲論文には、鸞窓と修験につい 以下 指摘がある。




























児・白尼・八亀・春波・木兎坊」 （ 『近世東海 壇新攷』所収 参照。
（６）最上金山の羽長坊「鶯山夜話」など （井上隆明氏注４による）（７
  ）也有の俳論。写本。享保頃まとめた『短綆録』を書き直したもの。支考の『俳諧十論』を批判する。翻刻は『横井也有全集
　
中』 （名古屋叢書三
編
　
第十七巻）所収。
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